
令和５年度 田村支部中学校新人総合体育大会  

ソフトテニス競技要項（訂正版）  

 
１ 日 時 ： 令和５年９月２７日（水）～２８日（木） 予備日 ９月２９日（金） 
 
２ 会 場 ： 夕陽ケ丘公園テニスコート（田村市船引町） 
 
３ 参 加 ： 「団体」  男子３校、女子７校 
        「個人」  各校男女８ペアまで可 
 
４ 日 程 ：会場開場７：２０、会場練習７：４０より（到着した学校から） 

第１日 ※団体戦 
・集合     ７：４０ 
・監督会議   ８：１０ 
・競技開始   ８：４５ 
・競技終了  １６：３０ 
 
※開会式は行わない。 

 
 
 
 
 
 
 

 第２日 ※個人戦 
・集合    ７：４０ 
・監督会議  ８：１０ 
・競技開始  ８：３０ 
・競技終了 １６：００ 
・大会終了 １６：３０ 
※閉会式は行わない。 

 ※第１日目のうちに優勝杯は本部へ返還すること。 
  （団体 男子：船引中 女子：滝根中 、個人 男子：船引中、女子：常葉中） 
 ※閉会式は行わないが、上位入賞者への表彰はその都度行う。 
 
５ 運営 
 （１）日本ソフトテニス連盟「ハンドブック」によって実施する。 
 （２）学校対抗団体、個人選手権とし、県中地区大会予選を兼ねる。 
 （３）競技方法 ※マッチ数は全試合７ゲームを原則とする。 
   ［団体］・男子＝３校による１ブロック制リーグ戦 
       ・女子＝２ブロック制予選リーグ（各ブロック２位まで決勝トーナメントへ出場） 
   ［個人］・トーナメント方式 
 （４）抽選方法 
    [団体] シードは夏季大会の順位とする。 

男子 ①１位（船引）、２位（三春）をシード（最後の対戦となるようにする） 
・シード：①船引  ②三春  ③船引南 

       女子 ①シード校４校を各ブロックのNo１、No２とする。 
②残り３校をオープン抽選する。 

          ③当日予選リーグ終了後、各ブロック１，２位のチームで決勝トーナメントの
抽選を行う。（同ブロックの１位と２位校は決勝まで対戦しないようにする。） 

          ・シード：○常葉  ○船引  ○三春  ○大越 
 [個人] シード（学年別大会の順位）を考慮して、専門部で抽選する。 

・シード校（男子）①船引 ②船引南 ③船引 ④船引 ⑤船引 ⑥三春 
               （女子）①常葉 ②岩江 ③船引 ④三春 ⑤大越 ⑥岩江 

※シードは個人に与えるものではなく、学校へ与えるものとする。 
 （５）ペアの構成は学校単位とする 
 （６）補欠 
    団体の登録後に変更する場合には、監督会議の席上で申し出る。 
    個人は病気等によってペアのうち１名が出場できなくなった時にのみ認める。ただし、２名

とも出場できなくなった時には棄権となる。選手変更は同一学校の個人戦に申込をしていな
い選手でのみ行う。 

 （７）使用球 
    試合球として、各校男女別に新品２個ずつ提出すること 
     （団体赤Ｍ２個、個人ケンコー２個） 
 （８）表彰 
    団体－３位（４校）まで。(優勝･準優勝は､学校+8名=9枚) 男子１９枚＋女子２０枚＝３９枚 
    個人－３位（４ペア）まで。（１ペア２枚）             ８枚×２＝１６枚 
                                        計 ５５枚 
 （９）団体戦の１チームとは、同一校の選手６名以上８名以内（対戦の過半数を超える場合は可と

する）と監督１名（外部コーチ１名）で構成する。 
 
 
 



６ 注意事項 
 （１）個人戦は、監督（又は外部コーチ）１名がベンチに入ることを認める。 
 （２）監督（又は外部コーチ）のコーチングは、サイドチェンジとファイナルゲームに入るときだ

け認めるが、１分以内で次のゲームを開始する。なお、コーチする場所はベースライン上も
しくはベンチとする。 

 （３）競技服装（帽子、ハチマキを含む）は、原則としてテニスウェアとする。 
（また、装備品（ミサンガ等）は禁止する。） 

 （４）運動靴は、選手・監督ともテニスシューズを使用すること。 
 （５）ゼッケンは、背中に校名と選手名（日本文字）の入ったものを付ける。シャツそのものへの

プリントは認めない。 
（６）団体戦の審判は相互審判、個人戦の審判は敗者審判を基本とする。（第１試合の審判は本部   

で指名する。） 
（７）団体戦、個人戦ともに番号の大きい方を本部側のベンチとする。 

 （８）個人戦は、試合が行われている時、次の試合を行うペアがコート後方に入ってボール拾いを   
しながら待機する。 

（９）審判は勝者にスコア、敗者にボール２つを渡して仕事を終える。勝者は試合終了後すぐに採
点票を本部へ提出する。敗者は、次の試合を始める準備をする。 

（10）外部コーチについては、別紙コーチ確認証を申し込み時に提出すること。ただし、中学校教   
員・校長の外部コーチとしてのベンチ入りは認めない。 

※ 選手は、試合でファーストサービスをするとき、ボールを２個身に付けていることが望ましい。  
（必要に応じてボールホルダーを使用する。） 

 ※ 昼食休憩時間は原則として設定しない。各部の顧問教師が適宜判断して昼食をとらせること。 
 ※ 朝の練習については、７時４０分からとし、本部よりコートを割り当てます。 
 ※ 保護者（顧問を含める）の駐車場は、コミュタンの駐車場となります。テニスコートの駐車場

は、原則バスや緊急車両の駐車となります。 
 
７ 新型コロナウイルス感染予防対策について 
◎今までのような「大会開催ガイドライン」や「チェックリスト」はありませんが、手洗い・うがい・
手指消毒を奨励して大会を運営します。そのため、各校にて消毒液の準備をしてください。本部でも
準備します。 
 
８ 個人戦選手申し込み締め切り 
  令和５年９月４日（月）１６：４５まで 必着のこと 
                (メールで専門部委員長（箭内）までお願いいたします) 

申込先メールアドレス：yanai.hiromitsu@fcs.ed.jp 
 
９ 審判員 
 ・「団体戦」 各校の生徒があたる。（相互審判） 
 ・「個人戦」 本部から指名による割り当て選手又は、敗者選手が審判にあたる。 
   なお準決勝・順位決定戦以降の試合は相互審判で行う。 
 
10 役員・各係 
 部 会 長 髙橋 宏信（岩江） 
 専門委員長 箭内 広光（小野） 
 副 委 員 長 今泉 耕一（船引）  岡本 裕次（岩江） 
 審 判 員 高橋ヒロ子（岩江）  山﨑 信一（三春） 
 進   行 菅野 裕一（大越）  柳沼  上（常葉） 
 受   付 佐藤  央（三春）  久野 沙弥（船引） 
 記録・表彰 坪井  斉（大越）  坂本 晴生（小野） 

救   護 大和田奈々絵（滝根） 
 駐 車 場 遠藤 和志（滝根）  原田 賢二（船引南） 
 
11 県中大会出場について 
   出場数：団体戦＝男子２校、女子４校   個人戦＝男子８ペア、女子１６ペア 
   日 時：１０月７日（土） 個人戦 郡山庭球場 
          ８日（日） 団体戦 男子：空港コート 女子：牡丹台庭球場 

※ 県中大会以上の大会は、ソフトテニス連盟主催となる。参加するチームは、日本ソフトテニ
ス連盟の会員登録を必ず行うこと。また、ジュニア２級審判員の資格も取得しておくこと。 


